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 オーロラの形状には、大まかにディスクリート（構造をもった）オーロラとディフ

ューズ（不明瞭な）オーロラがある。加えて、動態的な特徴からアーク、レイ、バン

ド、脈動（パッチ）、ブラックオーロラなどの多様性を示す。これまで多くの地上観

測や人工衛星観測がなされてきたが、この多様なオーロラを生成するメカニズムはよ

くわかっていない。JAXA小型衛星「れいめい」は、高度650kmの極域上空から、高空

間（1x1km）高時間（120ms）の3波長オーロラ撮像と電子・イオンのプラズマの同時

計測を行った。この結果、ディスクリートオーロラの形成には、磁力線に沿った静電

場に加えて、アルフベン（MHD）波の作用が重要であることが分かった[1][2][3]。ま

た、ディフューズオーロラは磁気赤道付近の電磁場（コーラス）波動によるピッチ角

散乱が原因であることが分かった[4][5]。講演では、これらの観測成果、ならびに示

唆される高度数千〜数万kmでのプラズマ加速・不安定性について報告する。 
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 1995 年第 37 次南極観測隊として昭和基地に越冬、オーロラの地上分光観測を実

施した。 
 2005年にうちあげられた JAXA 宇宙研小型衛星「れいめい」に搭載された 3 波長

同時撮像高速カメラでは装置責任者として設計・開発および運用とデータ解析を担う。 
 以降、ISS搭載大気光分光器 IMAP（2012年打上）や観測ロケット LAMP搭載オ

ーロラカメラ AIC（2022年打上）では装置責任者を担った。 
 また、現在南極・北極あわせて 15台以上のオーロラ全天カメラを運用し、オーロ

ラネットワーク観測を多角的に展開している。 


